
解説動画 7 ホルモン合成促進作用 

～ 抗ストレスと生体調節におけるアスコルビン酸 ～ 

 

●ストレス軽減や生体調節にアスコルビン酸（ビタミン C）はどのように働くか？ 

現代社会で生活する人々にとってはストレスを感じることが多くなっています。そのス

トレスを放っておくと身体機能を調整している自律神経の働きが乱れ、ホルモンバラン

スも乱れたりして健康に大きな影響を及ぼすことにもなります。ストレスが主要な要因

で発症する消化器系の潰瘍（胃潰瘍や十二指腸潰瘍）だけでなく、心筋梗塞、高血圧、

不整脈、そして近年ではうつ病やパニック症候群なども、ストレス社会が生んだ現代病

とされています。 

このストレスからの攻撃に対して、私たちの体には“ストレスへの防御システム”が備

わっており、その攻撃と防御のバランスを保つことで健康な生活が維持できるのです。

例えば、副腎から分泌されるアドレナリンやコルチゾール（グルココルチコイド）とい

うホルモンはストレスに応答します。アドレナリンは交感神経で作られる神経伝達物質

でもあるので、神経系や内分泌系合わせて心身共にストレスを軽減するように作用し、

コルチゾールはストレスと戦うために必要となるエネルギーを蓄えるようにも働きま

す。これ以外にも体内には多くのホルモンが合成、分泌されて、生体の恒常性を維持す

るために働いています。そこで、これらのホルモンの生合成にアスコルビン酸が重要な

役割を果たしているとしたら、皆さんのこれまでのアスコルビン酸への認識は大きく変

わるのではないでしょうか？ 

 

Ｑ:まず初めに、「ホルモン」について教えてください。そして、ホルモン合成へ

のアスコルビン酸のかかわりを教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（図①参照） 

 私たちの体はおおよそ 37 兆個の細胞からできており、それらが集まってできた臓器

や組織から一人一人の個体ができています。この個体が調和のある、秩序の取れた生命

体を維持するように働くしくみを恒常性（ホメオスタシス）の維持といい、主に神経系

の働きと内分泌系であるホルモンの働きで行われています。そこで、ホルモンとは、そ

れぞれ個別の内分泌腺で合成され、血液中に分泌されて遠く離れた細胞（標的細胞）に

選択的に働いて機能発現する生理活性物質のことをいいます。このような働きをするホ

ルモンは化学構造の違いから 3つに分類され、ペプチドホルモン、ステロイドホルモン、

アミノ酸誘導体があります。私たちの体の中には 100種類以上が存在しています。 

 このように多種類存在するホルモンについて、驚くべきことですが、アスコルビン酸

（ビタミン C）はそれぞれの合成段階で密接に関わっているのです。それぞれの話はあ

とで詳しくしますが、まずはどのように関わっているかの要点だけを知ってください。

アミノ酸誘導体には、その合成経路で働く酵素に必須の関わりがあります。ステロイド

ホルモンには、その合成に関わる酵素自体の量を増やす働きがあります。ペプチドホル

モンには、それぞれを活性型にするための酵素に必須の働きをします。このように、ア

スコルビン酸は、ホルモン合成を促進する作用をもっているのです。 

 

 

Ｑ:では、まずアミノ酸誘導体合成にアスコルビン酸がどのように関わるのかを教えて

ください。 

 

 

 



（図②参照） 

アミノ酸誘導体の一つに、副腎髄質ホルモンがあり、具体的にはアドレナリンやノルア

ドレナリンがあります。そのホルモンを合成する内分泌腺は副腎であり、その副腎は腎

臓の上にある一対の小さな臓器です。副腎は中心部の髄質と周辺部の皮質からできてお

り、小さい臓器ながら生命維持に必須の働きをします。例えば、ヒトはストレスを強く

感じると、それに対抗するよう「ストレス防御システム」が働きますが、その中でこの

副腎髄質ホルモンや副腎皮質ホルモンは重要な抗ストレスホルモンとしても働くので

す。そのうち、副腎髄質ホルモンは、血圧を上昇させたり、心臓の拍出力を強めたり、

エネルギー源としてのブドウ糖を血中に増加させたりして、抗ストレス作用を発揮しま

す。 

副腎髄質ホルモンは、アミノ酸のチロシンからこのような経路で合成されます。この中

で、ドーパミンからノルアドレナリンに変換する段階で働くのがドーパミンβ-ヒドロ

キシラーゼという酵素で、この酵素を活性化するのがアスコルビン酸なのです。この酵

素は銅イオンを含む酸化酵素であり、この銅イオンを還元する（2価から 1価へ）のが

アスコルビン酸の働きです。この還元によって酸素分子 O2 が活性化されてドーパミン

に水酸基が導入されて、ノルアドレナリンになり、次のステップで最後のアドレナリン

に変換されて副腎髄質ホルモンが合成されるのです。副腎は、アスコルビン酸含量が特

異的に高い臓器ですが、このような作用があるからでしょう。 

 

Ｑ:次に、ステロイドホルモン合成にアスコルビン酸はどのように関わっているのでし

ょうか。 

 

 



（図③参照） 

 ステロイドホルモンは、ステロイド骨格を持つホルモンの総称で、先ほどの副腎の周

辺部である皮質や生殖腺でコレステロールから合成されます。その合成には主にシトク

ロム P450 という酵素群が関与していますが、これは聞きなれない名前でしょうが、体

には約 60 種類の酵素群が存在します。副腎皮質では、糖質代謝に関わるグルココルチ

コイドとミネラル代謝に関わるミネラルコルチコイドが合成されます。グルココルチコ

イドであるコルチゾールは、ストレスから体を守る働きがあり、ミネラルコルチコイド

であるアルドステロンはミネラル代謝や血圧調節などの働きで生存に必須なホルモン

なのです。 

 このほか、ステロイドホルモンには男性ホルモンや女性ホルモンなどもありますが、

それらの合成も含めてシトクロム P450 という酵素群が関与します。この酵素はヘムタ

ンパク質であり、含まれる鉄イオンが一原子酸素添加の酸化反応を行い、分子変換をし

ていきます。しかし、この鉄イオンの還元にアスコルビン酸が関与するかは定かではあ

りませんが、シトクロム P450 酵素そのものの量を増やすのにアスコルビン酸が必要な

のです。このグラフは動物実験の結果で、肝臓のデータを示していますが、アスコルビ

ン酸が少ないとシトクロム P450 の量が少なくなり、多く摂取するとこの酵素量が増え

るのです。このようにこの酵素量を十分に高めておくために、アスコルビン酸が必要な

のです。 

 余談ですが、先ほど女性ホルモンもステロイドホルモンと言いましたが、生体内では

男性ホルモン（アンドロステンジオン）から女性ホルモン（エストロン）に変換されま

すが、この反応を触媒する酵素を世界で最初に純粋に精製し、シトクロム P450酵素（ア

ロマターぜともいいます）であると報告したのが私の海外留学中での研究成果です。も

う一つ、シトクロム P450 酵素群は私たちの肝臓で働く異物（薬物）代謝にも関わりま

す。これは体内に入ってきた化学物質を早く代謝して体外に排出するという解毒システ

ムですが、これにも別のシトクロム P450 酵素群が働いています。このようホルモン合

成と異物代謝という異なる重要な働きに同種の酵素が働き、その酵素を作ることにアス

コルビン酸は関わっているのです。 

 

  



Ｑ:最後に、ペプチドホルモン合成にもアスコルビン酸が関与するとのことですが、ど

ういうことですか。 

 

（図④参照） 

 ペプチドホルモンとは、アミノ酸が数個から数十個ペプチド結合で鎖状につながった

もので、ホルモン作用をもつ生理活性物質です。このペプチドは、タンパク質の小さな

サイズと理解できますので、分子の両端はフリーの構造であり、アミノ基側をアミノ末

端（N末端）、カルボキシ基側をカルボキシ末端（C末端）といい、C末端側はカルボキ

シ基（-COOH）のままが多いのです。しかし、体内で働くペプチドホルモンの約半分が

C末端はアミド化（-CONH2）されており、このアミド化の構造になることで活性型のホ

ルモンになり、標的細胞に働くことができるのです。 

 このアミド化を触媒する酵素を活性化しているのがアスコルビン酸なのです。酵素は

その活性中心に銅イオンを結合しており、その銅イオンを還元するのがアスコルビン酸

の役割です。この還元された酵素が酸素分子を活性化して、ペプチド中のアミノ酸を水

酸化し、切断することでアミド化が完了するのです。このようにアミド化されることで

ペプチドホルモンが細胞に相互作用でき作用を発揮するとともに、分解からも保護され

て長く作用することになります。 

還元力を持つ物質はたくさんありますが、今回お話したホルモン合成の促進に生体内で

働くのはアスコルビン酸が特異的であり、他の物質では替わりはできないのです。つま

り、私たちはアスコルビン酸を再認識し、その摂取を心がけることで細胞や組織中のア

スコルビン酸濃度を十分高めておくことが体の恒常性、つまり「体のこれから。」の維

持に重要である認識していただきたいのです。そのためには安定で作用持続型のアスコ

ルビン酸誘導体からできている「The C顆粒」をご愛用いただきたいのです。 


